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一
、
は
じ
め
に

弘
法
大
師
空
海
（
以
下
、
空
海
）
は
、『
弁
顕
密
二
教
論

（
１
）

』（『
二
教
論
』）
を
は
じ
め
と
し
た
著
作
中
で
、
様
々
な
経
典
儀
軌
を
引
用
し
、

自
身
の
教
理
の
裏
付
け
を
は
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
る
代
表
的
な
経
典
の
中
に
、『
金
剛
頂
経
』
が
あ
る
。『
金
剛
頂
経
』

に
は
十
八
会
十
万
頌
の
経
典
群
を
指
す
「
広
義
の
金
剛
頂
経
」
と
、不
空
訳
三
巻
本
の
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』

を
指
す
「
狭
義
の
金
剛
頂
経
」
と
が
あ
る
。
現
在
、
単
に
『
金
剛
頂
経
』
と
い
っ
た
場
合
は
、
後
者
の
「
狭
義
の
金
剛
頂
経
」、
す
な
わ

ち
不
空
訳
三
巻
本
を
指
す
場
合
が
多
い
。
た
だ
し
、
空
海
が
『
金
剛
頂
経
』
と
引
用
す
る
経
典
は
、「
広
義
・
狭
義
の
金
剛
頂
経
」
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
空
海
は
、『
金
剛
頂
瑜
伽
略
出
念
誦
経
』（『
略
出
念
誦
経
』）、『
金
剛
頂
瑜
伽
大
三
昧
耶
真
実
理
趣
経
』
や
『
金
剛
峰
樓
閣

一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（『
瑜
祇
経
』）、『
金
剛
頂
瑜
伽
十
八
会
指
帰
』
等
、
合
計
十
四
の
経
典
を
「
金
剛
頂
経
曰
」
や
「
金
剛
頂
経
説
」
と

引
用
し
、
い
わ
ゆ
る
「
金
剛
頂
経
系
の
経
典
」
を
総
称
し
て
『
金
剛
頂
経
』
と
扱
っ
て
い
る

（
２
）

。

こ
の
よ
う
な
空
海
が
『
金
剛
頂
経
』
と
し
て
引
用
す
る
経
典
の
一
つ
に
、『
聖
位
経
』
が
あ
る
。
こ
の
経
典
は
、「
序
」
で
「
真
言
陀
羅

尼
宗
者

（
３
）

～
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、「
真
言
宗
」
の
宗
名
の
基
盤
と
な
っ
た
経
典
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
四
種
法
身
に
つ
い
て

一
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も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
真
言
宗
の
教
理
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
経
典
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
経
典
で
あ
る
が
、
空
海
が
真
言
宗
の
学

徒
の
学
習
す
べ
き
経
律
論
を
指
定
し
た
『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録

（
４
）

』（『
三
学
録
』）
で
は
『
聖
位
経
』
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
経
典
は
、『
秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
』（『
広
付
法
伝
』）・『
真
言
付
法
伝
』（『
略
付
法
伝
』）『
二
教
論
』・『
平
城
天
皇
灌
頂
文

（
５
）

』
で

引
用
さ
れ
る
。
空
海
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』
に
お
い
て
、「
秘
藏
金
剛
頂
經
説

（
６
）

」・「
又
分
別
聖
位
經
云

（
７
）

」・「
金
剛
頂
分
別
聖
位
經
云

（
８
）

」
と

名
称
を
示
し
な
が
ら
三
度
引
用
す
る
。
こ
の
著
作
に
対
し
て
、『
即
身
成
仏
義
』・『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』・『
性
霊
集
』
で
は
、
い
ず
れ
も
「
金

剛
頂
説
」、
あ
る
い
は
経
典
名
を
明
示
せ
ず
に
引
用
す
る
。

ま
た
、空
海
は
『
聖
位
経
』
の
「
序
」
部
分
の
み
の
引
用
に
留
め
て
お
り
、本
文
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
側
面
か
ら
、『
聖
位
経
』

「
序
」
部
分
の
研
究
は
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
経
典
自
体
の
研
究
は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

現
在
、
こ
の
『
聖
位
経
』
は
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
』
と
さ
れ
、
空
海
が
請
来
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
』
は
空
海
の
『
御
請
来
目
録

（
９
）

』
に
は
そ
の
名
称
が
確
認
で
き
な
い
。『
御
請
来
目
録
』
で
は
、

似
た
名
称
の
経
典
と
し
て
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊

分
別
聖
位
法
門
』
は
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
二
つ
の
経
典
の
関
係
性
を
、
先
行
研
究
や
目
録
類
を
参
照
し
て
い
き
な
が
ら
、
詳
し
く
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。二

、『
聖
位
経
』
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
空
海
が
引
用
す
る
『
聖
位
経
』
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。『
聖
位
経
』
は
先
に
述
べ
た
通
り
、「
序
」
と
「
本
文
」

二
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で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
序
」
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
序（

（1
（

①　

夫
眞
言
陀
羅
尼
宗
者
。
是
一
切
如
來
祕
奧
之
教
。
自
覺
聖
智
頓
證
法
門
。
亦
是
菩
薩
。
具
受
淨
戒
無
量
威
儀
。
入
一
切
如
來
海
會
壇
。

受
菩
薩
職
位
。
超
過
三
界
。
受
佛
教
勅
三
摩
地
門
。
具
足
因
縁
。
頓
集
功
徳
廣
大
智
慧
。
於
無
上
菩
提
。
皆
不
退
轉
。
離
諸
天
魔
一

切
煩
惱
及
諸
罪
障
。
念
念
消
融
。

②　

證
佛
四
種
身
。
謂
自
性
身
受
用
身
變
化
身
等
流
身
。
滿
足
五
智
三
十
七
等
不
共
佛
法
。

③　

然
如
來
變
化
身
。
於
閻
浮
提
摩
竭
陀
國
菩
提
場
。
中
成
等
正
覺
。
爲
地
前
菩
薩
聲
聞
縁
覺
凡
夫
。
説
三
乘
教
法
。
或
依
他
意
趣
説
。

或
自
意
趣
説
。

④　

種
種
根
器
種
種
方
便
。
如
法
修
行
。
得
人
天
果
報
。
或
得
三
乘
解
脱
果
。
或
進
或
退
。
於
無
上
菩
提
。
三
無
數
大
劫
。
修
行
勤
苦
。

方
得
成
佛
。

⑤　

王
宮
生
雙
林
滅
。
遺
身
舍
利
起
塔
供
養
。
感
受
人
天
勝
妙
果
報
。
及
涅
槃
因
。
不
同
報
身
毘
盧
遮
那
。

⑥　

於
色
界
頂
第
四
禪
阿
迦
尼
吒
天
宮
。
雲
集
盡
虚
空
遍
法
界
一
切
諸
佛
。
十
地
滿
足
諸
大
菩
薩
證
明
。
警
覺
身
心
。
頓
證
無
上
菩
提
。

⑦　

自
受
用
佛
。
從
心
流
出
無
量
菩
薩
。
皆
同
一
性
。
謂
金
剛
性
。
對
遍
照
如
來
。
受
灌
頂
職
位
。
彼
等
菩
薩
。
各
説
三
密
門
。
以
獻
毘

盧
遮
那
及
一
切
如
來
。
便
請
加
持
教
勅
。

⑧　

毘
盧
遮
那
佛
言
。
汝
等
將
來
。
於
無
量
世
界
。
爲
最
上
乘
者
。
令
得
現
生
世
出
世
間
悉
地
成
就
。

⑨　

彼
諸
菩
薩
受
如
來
勅
已
。
頂
禮
佛
足
。
圍
繞
毘
盧
遮
那
佛
已
。
各
還
本
方
本
位
。
成
爲
五
輪
。
本
願
幖
幟
。

⑩　

若
見
若
聞
。
若
入
輪
壇
。
能
斷
有
情
五
趣
輪
轉
生
死
業
障
。
於
五
解
脱
輪
中
。
從
一
佛
至
一
佛
。
供
養
承
事
。
皆
令
獲
得
無
上
菩
提
。

成
決
定
性
。
猶
如
金
剛
不
可
沮
壞
。

三
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⑪　

此
即
毘
盧
遮
那
聖
衆
集
會
。
便
爲
現
證
窣
堵
波
塔
。
一
一
菩
薩
一
一
金
剛
。
各
住
本
三
昧
。
住
自
解
脱
。
皆
住
大
悲
願
力
。
廣
利
有
情
。

⑫　

若
見
若
聞
。
悉
證
三
昧
。
功
徳
智
慧
頓
集
成
就
矣

①
～
②
で
は
真
言
陀
羅
尼
宗
と
四
種
法
身
に
つ
い
て
、
③
～
⑤
で
は
変
化
身
（
釈
尊
）
に
つ
い
て
、
⑥
～
⑩
で
は
毘
盧
遮
那
と
そ
こ
か

ら
流
出
し
た
菩
薩
た
ち
に
つ
い
て
、
⑪
～
⑫
で
は
卒
塔
婆
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
①
の
部
分
で
「
真
言
陀
羅
尼

宗
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、「
真
言
宗
」
の
宗
名
の
基
盤
と
な
っ
た
経
典
で
あ
る
と
さ
れ
、②
の
部
分
で
四
種
身
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
①
～
⑫
の
「
序
」
部
分
の
み
を
空
海
は
自
身
の
著
作
で
引
用
す
る
。
そ
の
著
作
と
引
用
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
『
広
付
法
伝
』		

･･･
「
具
如
金
剛
頂
経
説（

（1
（

」

２
『
略
付
法
伝
』		

･･･
「
金
剛
頂
瑜
伽
経
説（

（1
（

」

３			



･･･

「
金
剛
頂
経
説（

（1
（

」

４
『
二
教
論
』		


･･･

「
若
據
秘
蔵
金
剛
頂
経
説（

（1
（

」

５　
　
　
　
　

		


･･･

「
又
分
別
聖
位
経
云（

（1
（

」

６			



･･･

「
金
剛
頂
分
別
聖
位
経
云（

（1
（

」

７
『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』	

･･･

「
故
金
剛
頂
説（

（1
（

」

８			



･･･

「
又
金
剛
頂
説（

（1
（

」

１
の
『
広
付
法
伝
』、
３
の
『
略
付
法
伝
』
で
は
、
第
二
祖
金
剛
薩
埵
の
解
説
に
お
い
て
『
聖
位
経
』「
序
」
の
⑦
・
⑧
を
引
用
す
る
。

こ
こ
で
は
、「
遍
照
如
来
」
を
「
法
身
如
来
」
に
言
い
換
え
て
引
用
を
行
っ
て
い
る
。
直
前
の
第
一
祖
で
あ
る
大
日
如
来
の
解
説
で
は
、「
高

祖
法
身
大
毗
盧
遮
那
与
自
眷
属
法
身
如
来（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
⑦
・
⑧
の
部
分
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
祖
の
大
日

四



『
聖
位
経
』
に
お
け
る
諸
問
題

25

五

如
来
か
ら
灌
頂
と
職
位
、
教
勅
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
の
『
略
付
法
伝
』
で
は
、『
聖
位
経
』「
序
」
の
③
～
⑩
の
部
分
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
高
祖
の
法
身
大
日
如
来
の
解
説
の

中
で
、
応
化
仏
・
報
仏
・
法
性
仏
の
所
説
の
教
法
は
そ
れ
ぞ
れ
不
同
で
あ
る
と
解
説
す
る
た
め
に
引
用
す
る
。

『
二
教
論
』
の
４
で
は
、『
聖
位
経
』
を
「
秘
蔵
金
剛
頂
経
」
と
し
て
③
の
部
分
を
引
用
す
る
。
空
海
は
、
こ
の
③
の
部
分
に
説
か
れ
る

如
来
変
化
身
と
地
前
菩
薩
と
の
関
係
性
を
利
用
し
、
顕
密
二
教
の
優
劣
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

５
の
部
分
で
は
、
空
海
が
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経（

（2
（

』、『
瑜
祇
経
』、
そ
し
て
『
聖
位
経
』「
序
」
の
⑦
部
分
を
引
用
し
、『
金
剛
頂
経
』
に

説
か
れ
る
毘
盧
遮
那
仏
自
受
用
身
所
説
の
法
が
、
理
智
法
身
の
境
界
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
法
身
等
は
自
受
法
楽
の
故
に
こ
の
内
証

智
の
境
界
を
説
く
の
で
あ
る
と
解
説
す
る
。

６
で
は
、
①
～
⑫
の
『
聖
位
経
』「
序
」
全
体
を
引
用
す
る
。
空
海
は
、
②
の
最
後
に
「
此
標
宗
大
意（

（2
（

」、
⑤
の
部
分
に
は
「
此
略
釋
迦

如
来
之
敎
及
得
益
也（

（2
（

」
⑥
の
部
分
に
は
「
此
表
受
用
身
説
法
得
益
也（

（2
（

」
⑫
の
最
後
に
「
此
説
自
性
身
自
受
用
身
説
法
及
得
益（

（2
（

」
と
割
注
を

し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
割
注
よ
り
、
空
海
は
こ
の
『
聖
位
経
』「
序
」
全
体
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
四
種
身
・
三
身
の
説
法
と
得
益
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
ろ
う
。
ま
た
続
け
て
「
喩
曰
。
此
経
明
説
三
身
説
法
差
別
浅
深
、
成
仏
遅
速
勝
劣
。
与
彼
楞
伽
三
身
説

法
相
義
合
。
顕
学
智
人
皆
噵
法
身
不
説
法
。
此
義
不
然
。
顕
密
二
教
差
別
如
此
、
審
察
審
察（

（2
（

。」
と
喩
釈
が
さ
れ
て
い
る
。

『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』
で
は
７
の
部
分
で
①
～
②
、
そ
の
後
に
『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
』
を
引
用
し
、
続
け
て
残
り
の
③
～
⑫
の
８

の
部
分
を
引
用
す
る
。
⑥
の
部
分
に
は
「
此
明
報
佛
説
法（

（2
（

」
と
割
注
が
あ
り
、⑧
の
「
毘
盧
遮
那
」
を
「
大
日
尊
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。

こ
こ
で
『
聖
位
経
』「
序
」
全
体
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
法
界
体
性
智
の
大
日
如
来
、
五
智
所
成
の
四
種
法
身
、
金
剛
薩
埵
を
は
じ
め
と

す
る
無
量
の
菩
薩
等
の
真
言
宗
の
根
底
的
教
理
を
端
的
に
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、空
海
は
『
聖
位
経
』「
序
」
を
一
部
、あ
る
い
は
全
体
を
引
用
し
な
が
ら
、自
身
の
教
学
の
裏
付
け
を
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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三
、
先
行
研
究
で
の
扱
い

こ
こ
で
は
、『
聖
位
経
』
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
ま
と
め
て
い
く
。

目
録
類
上
で
確
認
で
き
る
二
種
類
の
『
聖
位
経
』
に
つ
い
て
、
長
部
［
一
九
九
〇
］
は

こ
こ
で
、①『
十
八
会
指
帰
』と
②『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』を
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
経
文
は
、『
大
正
蔵
経
』

本
で
は
②
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』
一
巻
に
相
当
し
、
こ
れ
と
克
似
の
経
文
で
あ
る
『
金
剛
頂
瑜
伽
略
述
三
十
七

尊
心
要
』
と
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
出
生
義
』
と
も
読
み
あ
わ
せ
て
み
る
必
要
が
あ
る（

（2
（

。

と
述
べ
て
お
り
、『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
と
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』
は
同
一
の
経
典
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
克
似
の
経
文
と
し
て
『
金
剛
頂
瑜
伽
略
述
三
十
七
尊
心
要（

（2
（

』
と
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
出
生
義（

（2
（

』
を
挙
げ
て
い
る
こ
と

に
も
充
分
に
留
意
し
た
い
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
二
種
類
の
『
聖
位
経
』
に
つ
い
て
、
向
井
［
二
〇
〇
〇
］
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
分
別
聖
位
経
』
は
具
さ
に
は
、『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』
と
い
い
、
大
正
大
蔵
経
第
一
八
巻
に
不
空
訳
一
巻
と

し
て
所
収
さ
れ
、
序
も
つ
い
て
い
る
。『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
の
い
わ
ゆ
る
自
撰
目
録
に
も
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
『
金
剛
頂
瑜
伽

三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
と
あ
り
三
十
七
尊
が
題
名
に
入
れ
て
あ
る
。
序
が
こ
の
時
点
か
ら
、
一
具
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る（

（3
（

。

こ
こ
に
お
い
て
も
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』
と
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
は
同
一
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
こ
の
二
人
の
他
に
も
、
小
野
塚
［
二
〇
〇
〇（

（3
（

］、
遠
藤
［
一
九
九
四（

（3
（

］
等
、
多
く
の
研
究
で
、
こ
れ
ら
二
経
典
は
同
一
で
あ
る
と

六
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い
う
前
提
で
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
空
海
の
引
用
す
る
『
聖
位
経
』
は
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』
で
あ
り
、『
金

剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
で
も
あ
る
と
い
う
前
提
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、二
経
典
の
関
係
性

こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
二
経
典
の
比
較
を
し
て
い
く
た
め
に
、『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
を
Ａ
、『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分

別
聖
位
修
證
法
門
』
を
Ｂ
と
し
て
比
較
を
行
っ
て
い
く
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
Ａ
・
Ｂ
両
経
は
同
一
経
典

と
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
経
典
が
確
認
で
き
る
目
録
を
見
て
い
く
。

ま
ず
、『
聖
位
経
』
の
写
経
録
を
見
て
い
く
。

〇
『
東
寺
観
智
院
金
剛
藏
聖
教
目
録
』

５
分
別
聖
位
經

〇
平
安
時
代
承
保
三
年
写
、
朱
点
（
ヲ
コ
ト
点
・
宝
幡
院
点
・
承
保
三
年
）、
粘
葉
装
枡
型
、
斐
紙
（
楮
交
り
）、
縦
一
七
・
七
、

横
一
四
・
七
、二
四
紙

〔
外
題
〕
分
別
聖
位
經

〔
内
題
〕
①
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
脩
證
法
門
序

②
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
脩
證
法
門
經
一
巻

〔
尾
題
〕
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
脩
證
法
門
經
一
巻

七
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〔
奥
書
〕
承
保
三
年
七
月
六
日
於゙

゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
書
了

同
月
十
二
日
奉
讀
了

゛
゛
（
延
範
）

同
聴
頼
宗
供
奉

15
分
別
聖
位
経

〇
平
安
時
代
康
和
三
年
写
、
訓
点
（
ナ
シ
）、
粘
葉
装
枡
型
、
斐
紙
（
楮
交
り
）、
縦
一
七
・
一
、
横
一
四
・
二
、三
二
紙

〔
外
題
〕
分
別
聖
位
經

〔
内
題
〕
①
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
脩
證
法
門
序

②
略
述
金
剛

頂○

瑜
伽
分
別
聖

位○

修
證
法
門
經
一
巻

〔
尾
題
〕
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
脩
證
法
門
經
一
巻

〔
奥
書
〕
康
和
三
年
八
月
廿
日
於
鳥
羽

壇
所
申
尅
許
書
寫
了

こ
の
よ
う
に
、『
東
寺
観
智
院
金
剛
藏
聖
教
目
録
』
第
二
巻
に
よ
れ
ば
、
第
三
十
箱
五
の
承
保
三
（
一
〇
七
六
）
と
、
第
三
十
箱
十
五

の
康
和
三
（
一
一
〇
一
）
年
に
『
聖
位
経
』
の
写
本
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
写
本
で
は
、
Ｂ
の
経
典
名
で
内
題

に
「
序
」
と
「
本
文
」
を
挙
げ
て
い
る
。

同
様
に
、『
七
寺
一
切
経
』
と
『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
』
で
は
、

〇
『
七
寺
一
切
経（

（3
（

』

経　
　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥　

書　

等　
　
　

形
状　
　

仮
函
号

八
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略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
経　
　

一
校
了　
　

道
胤　
　
　

同
（
折
本
）　

12

〇
『
名
取
新
宮
寺
一
切
経（

（3
（

』

899
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門

書
寫
年
代　
　
　

鎌
倉
中
期　
　
　

料　

紙　

斐
楮
交
漉
紙

法　
　

量　
　
　

紙　

数　
　
　
　

一
三　
　

全
長　

六
・
五

奥　
　

書　
　
　

二
交
了

完　
　

缼　
　
　

表
紙
半
欠

備　
　

考　
　
　

首
題
「
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
脩
證
法
門
序
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聖
、
脱
カ
）

「
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
位
脩
證
法
門
経
」

尾
題
「
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
聖
位
脩
證
法
門
経
一
巻
」

以
上
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
記
録
で
も
、
Ａ
の
経
題
名
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｂ
の
経
題
名
で
の
写
経
が
行
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。『
七
寺
一
切
経
』
で
『
聖
位
経
』
を
写
経
し
た
「
道
胤
」
は
、
安
元
二
（
一
一
七
六
）
年
に
『
大
毘
盧

遮
那
成
仏
神
変
加
持
経（

（3
（

』
や
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経（

（3
（

』
等
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
同
目
録
に
お
い
て
確
認
で

き
る
。
ま
た
、『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
』
は
鎌
倉
中
期
に
書
写
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
、
確
認
で
き
た
日
本

で
の
写
経
録
に
お
い
て
は
『
東
寺
観
智
院
金
剛
藏
聖
教
目
録
』
の
記
録
が
一
番
古
い（

（3
（

。
写
経
録
に
お
い
て
は
Ａ
の
経
典
名
は
確
認
で
き
な

い
が
、
Ｂ
「
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
脩
證
法
門
」
は
「
序
」
と
「
本
文
」
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
。九
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続
い
て
、
Ａ
・
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
が
確
認
で
き
る
、
目
録
類
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

Ａ
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
に
つ
い
て

Ａ
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
は
、
不
空
の
訳
経
経
典
集
を
ま
と
め
た
『
代
宗
朝
贈
司
空
大
辨
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制

集（
（3
（

』（『
表
制
集
』）
巻
三
、七
九
五
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
大
唐
貞
元
続
開
元
釈
教
録（

（4
（

』（『
続
開
元
録
』）、
空
海
が
入
唐
す
る
直
前
の
八
〇
〇

年
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
『
貞
元
新
定
釈
経
目
録（

（4
（

』（『
貞
元
録
』）、そ
し
て
空
海
の
『
御
請
来
目
録
』
に
そ
の
名
称
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

空
海
が
入
唐
中
に
橘
逸
勢
や
写
経
生
ら
と
共
に
写
経
し
た
小
冊
子
の
『
三
十
帖
策
子（

（4
（

』
や
、『
三
学
録
』
に
は
そ
の
名
が
見
ら
れ
な
い
。

以
下
に
ま
と
め
を
記
し
て
い
く
。

〇
『
代
宗
朝
贈
司
空
大
辨
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制
集
』
第
三
巻（

（4
（

金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門　

一
巻

〇
『
大
唐
貞
元
續
開
元
釋
敎
録
』
巻
上（

（4
（

金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門　

一
巻　
　

并
序

●
『
大
唐
貞
元
續
開
元
釋
敎
録
』
巻
下（

（4
（

金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門　

一
巻　
　

并　
　

經
中
云
修

序　
　

證
法
門
序　

十
三
紙

〇
『
貞
元
新
定
釋
教
目
録
』
巻
第
一（

（4
（

一
〇
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金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門　

一
巻

●
『
貞
元
新
定
釋
教
目
録
』
巻
第
十
五（

（4
（

金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門　

一
巻　
　

并
序
經
中
云

修
證
法
門
序

●
『
貞
元
新
定
釋
教
目
録
』
巻
第
二
十
二（

（4
（

金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門　

一
巻　
　

并　
　

經
中
云
修

序　
　

證
法
門
序

〇
『
貞
元
新
定
釋
教
目
録
』
巻
第
二
十
七
別
録
之
八（

（4
（

金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門　

一
巻　
　

大
唐
三
藏
沙
門
大
廣
智
不
空
譯

〇
『
御
請
来
目
録（

（5
（

』

金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門　

一
巻　
　

一
十
三
紙

●
印
を
付
し
た
『
続
開
元
録
』
巻
下
、『
貞
元
録
』
巻
十
五
・
二
十
二
の
割
注
で
は
、「
并
序
經
中
修
證
法
門
序
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

下
線
部
の
「
修
證
法
門
」
は
Ｂ
の
経
題
名
で
使
わ
れ
て
い
る
語
句
で
あ
る
。
こ
の
Ａ
の
経
中
で
説
か
れ
る
「
修
證
法
門
」
を
Ｂ
の
経
題
名

に
使
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
Ａ
・
Ｂ
の
『
聖
位
経
』
は
、
同
一
の
経
典
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
序
」
が

こ
の
頃
か
ら
付
与
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

一
一
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Ｂ
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』
に
つ
い
て

続
い
て
Ｂ
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
こ
の
Ｂ
の
名
称
は
、『
表
制
集
』
や
『
貞
元
録
』
等

に
は
そ
の
名
称
が
見
ら
れ
ず
、
空
海
関
連
の
目
録
類
で
あ
る
『
三
十
帖
策
子
』・『
御
請
来
目
録
』・『
三
学
録
』
に
お
い
て
も
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
Ｂ
の
経
典
名
が
確
認
で
き
る
の
は
、
円
仁
の
『
入
唐
新
求
聖
教
目
録（

（5
（

』
と
安
然
の
『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』
で

あ
る
。

安
然
の
『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』
は
、
入
唐
八
家
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
録
に
記
載
さ
れ
る
経
軌
を
二
十
部
に
分
類
し
て
い
る
目

録
で
あ
る（

（5
（

。
こ
の
安
然
の
目
録
で
は
様
々
な
目
録
の
比
較
を
し
、
自
身
で
割
注
を
し
て
い
る
目
録
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
金
剛
頂
一
切
如

来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』
と
『
略
出
念
誦
経
』
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録（

（5
（

』

金
剛
頂
一
切
如
來
眞
實
攝
大
乗
現
證
大
敎
王
經
三
巻　

不
空　

　

海
仁
行

運
珍
叡　

金
剛
頂
瑜
伽
眞
實
大
敎
王
經
三
巻　

海　

叡

金
剛
頂
瑜
伽
眞
實
大
敎
王
經
三
巻　

内
云
金
剛
頂
一

切
如
來
眞
實
攝

大
乗
現
證
大
敎
王
經
不
空
譯
貞
元
新
入　

目
録
淳
和
院
月
輪
寺 

私
云
上
三
同
経　

金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
經
四
巻　

金
剛
智　

海珍

頗
治
有
六
加
爲
減
四

金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
經
四
巻　

叡
興
前

少
異
也

金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
法
四
巻　

亦
云
經
貞
元
録

梵
釋
寺
圓
覺
寺

欠
注
私
云
上
同
經
已
上　

六
四

兩
經
治
定
也
六
爲
四
互
有
加
減

一
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『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』
は
、
目
録
に
よ
っ
て
名
称
が
変
化
す
る
経
典
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
典
に
は
、

安
然
は
「
同
経
」
と
い
う
割
注
を
し
て
い
る
。
名
称
が
異
な
っ
て
い
て
も
同
じ
経
典
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、『
金
剛
頂
略
出
念
誦
経
』
を
記
し
て
い
る
箇
所
で
は
、「
少
異
也
」
の
割
注
が
確
認
で
き
る
。
名
称
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、

内
容
に
差
異
が
あ
る
場
合
は
こ
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
『
聖
位
経
』
の
部
分
を
確
認
す
る
と

〇
『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録（

（5
（

』

金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門　

一
巻　

并序

經
中
云
修
證
法
門
不
空
譯
貞
元

新
入
目
録
海
無
注
圓
覺
缺
注

略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
序　

一
巻

不
空　

仁
珍　

叡
私

云
是
前
本
也

こ
の
よ
う
に
、『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』
で
は
「
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
序
一
卷
不
空
」
の
後
に
「
仁
珍
叡

私
云
是
前
本
也
」
と
割
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
前
に
は
「
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
一
卷
」
の
経
典
が
記
さ
れ
て
お

り
、「
并
序
經
中
云
修
證
法
門
不
空
譯
貞
元
新
入
目
録
海
無
注
圓
覺
缺
注
」
と
割
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｂ
の
割
注
に
依
れ
ば
、Ａ
・

Ｂ
両
経
は
名
称
の
み
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
経
典
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
し
も
、
校
訂
や
再
治
が

行
わ
れ
て
、
Ａ
・
Ｂ
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
異
」
と
割
注
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
Ｂ
の
経
題
名
に
付
与
さ
れ
て

い
る
「
略
述
」
は
、『
略
出
念
誦
経
』
の
「
略
出
」
と
同
じ
よ
う
に
「
広
義
の
金
剛
頂
経
」
か
ら
略
述
し
た
と
い
う
意
味
合
い
に
な
る
で

あ
ろ
う
か
。

ま
た
、Ａ
は
経
典
一
巻
と
「
序
」
が
あ
り
、Ｂ
は
経
典
の
「
序
」
が
一
巻
あ
る
と
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
、割
註
の
「
是

一
三
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前
本
也
」
の
「
是
」
は
「
並
序
」
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ａ
の
「
序
」
が
Ｂ
の

「
序
」
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
先
に
述
べ
た
通
り
、『
東
寺
観
智
院
金
剛
藏
聖
教
目
録
』
第
二
巻
に
は
Ｂ
の
経
典
の
「
序
」

と
「
本
文
」
が
分
け
ら
れ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
と
同
時
に
「
同
」
の
文
字
も
割
注
で
は
記
し
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
Ａ
・
Ｂ
の
二
経
典
が
同
じ
経
典
で
あ

る
場
合
は
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』
の
よ
う
に
、「
同
経
」
と
割
注
に
記
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
Ａ
・
Ｂ
が
同
じ

経
典
で
は
な
い
と
す
る
と
、
Ａ
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
が
正
本
で
あ
り
、
Ｂ
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法

門
』
が
略
述
本
と
い
う
関
係
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
Ａ
の
経
題
名
の
つ
く
経
典
が
現
存
し
て
い
な
い
と
い
う
点
や
、
Ａ
の

経
典
に
記
さ
れ
る
語
句
を
Ｂ
の
経
題
名
に
使
用
し
て
い
る
点
等
か
ら
、
Ａ
を
改
訂
、
再
治
し
た
も
の
が
Ｂ
と
い
う
関
係
性
に
な
る
で
あ
ろ

う
か
。
Ｂ
の
経
題
名
に
あ
る
「
略
述
」
が
「
広
義
の
金
剛
頂
経
」
に
か
か
る
の
か
、
Ａ
の
経
典
に
か
か
る
の
か
、
目
録
上
で
の
確
認
の
み

で
は
定
か
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ａ
が
請
来
さ
れ
た
、
空
海
の
入
唐
は
延
暦
二
十
三
（
八
〇
四
）
年
、
Ｂ
が
請
来
さ
れ
た
、
円
仁
の
入
唐
は
承
和
五

（
八
三
八
）年
で
あ
る
。
こ
の
約
三
十
年
の
間
に『
聖
位
経
』の
名
称
が
唐
に
お
い
て
Ａ
か
ら
Ｂ
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

あ
る
い
は
、
Ａ
の
再
治
や
改
訂
が
行
わ
れ
、
Ｂ
に
置
き
換
わ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
Ａ
の
内
容
が
確
認
で
き
な
い
以

上
、
確
定
が
で
き
な
い
。

五
、
ま
と
め

・
空
海
は
、
自
身
の
著
作
に
お
い
て
、
十
四
種
の
経
典
を
『
金
剛
頂
経
』
と
し
て
引
用
す
る
。

・
空
海
が
引
用
す
る
『
金
剛
頂
経
』
の
中
に
、『
聖
位
経
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
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・『
聖
位
経
』
を
空
海
は
『
二
教
論
』・『
即
身
成
仏
義
』・『
平
城
天
皇
灌
頂
文
』・『
性
霊
集
』
で
引
用
す
る
が
、
い
ず
れ
も
『
聖
位
経
』「
序
」

の
み
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

・
空
海
は
『
二
教
論
』
で
引
用
す
る
場
合
の
み
、『
聖
位
経
』
の
名
称
を
明
示
し
て
引
用
す
る
。

・『
聖
位
経
』
は
目
録
上
で
は
二
種
類
確
認
で
き
る
。
Ａ
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
と
Ｂ
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖

位
修
証
法
門
』
で
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
も
空
海
の
『
三
十
帖
策
子
』『
三
学
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

・
Ａ
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
は
、『
続
開
元
録
』・『
貞
元
録
』・『
御
請
来
目
録
』
で
そ
の
名
称
が
確
認
で
き
る
。
し

か
し
な
が
ら
、『
大
正
蔵
経
』
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。

・
今
回
確
認
で
き
た
日
本
で
の
写
経
録
、『
東
寺
観
智
院
金
剛
藏
聖
教
目
録
』・『
七
寺
一
切
経
』・『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
』
の
記
録
で
は
、

Ｂ
の
経
典
名
で
「
序
」
と
「
本
文
」
が
写
経
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

・
Ｂ
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』
は
、
円
仁
の
『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』・
安
然
の
『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』

で
そ
の
名
称
が
確
認
で
き
る
。『
大
正
蔵
経
』
八
七
〇
番
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

・『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』
で
の
Ｂ
の
割
注
に
は
「
是
前
本
也
」
と
あ
り
、「
少
異
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
Ａ
・

Ｂ
両
経
は
名
称
が
異
な
る
だ
け
で
同
じ
経
典
で
あ
る
と
言
え
る
。

・『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
Ａ
は
「
本
文
」
一
巻
と
「
序
」
が
あ
り
、
Ｂ
は
「
序
」
が
一
巻
あ
る
と
も
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
Ａ
の
「
序
」
部
分
と
Ｂ
の
「
序
」
が
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』
で
の
Ｂ
の
割
注
に
は
、「
同
経
」
と
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
Ａ
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖

位
法
門
』
が
正
本
、
Ｂ
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』
が
略
述
本
の
関
係
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
言
え
る
。

・
Ａ
・
Ｂ
二
経
典
の
名
称
の
変
化
、
あ
る
い
は
Ａ
の
再
治
・
改
訂
と
い
っ
た
経
典
の
置
き
換
わ
り
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
空
海

入
唐
と
円
仁
入
唐
の
約
三
十
年
の
間
で
起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
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六
、
考
察
・
今
後
の
課
題

・
空
海
が
『
聖
位
経
』「
序
」
の
み
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
。

・『
三
学
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

・
Ａ
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
の
経
題
名
の
つ
く
経
典
名
が
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
。

こ
れ
ら
三
点
か
ら
、
Ａ
・
Ｂ
二
経
典
が
同
経
典
で
あ
る
場
合
と
別
経
典
で
あ
る
場
合
で
、
以
下
の
よ
う
な
二
点
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
。

⒈
Ａ
・
Ｂ
二
経
典
が
同
経
典
で
あ
る
場
合

空
海
が
実
際
に
見
た
『
聖
位
経
』
は
、『
続
開
元
録
』
に
「
十
三
紙
」
と
あ
り
、『
御
請
来
目
録
』
に
も
「
十
三
紙
」
と
あ
る
た
め
、
現

存
す
る
『
聖
位
経
』
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
聖
位
経
』「
序
」
は
自
身
の
教
学
を
解
説
す
る
た
め
に
非
常
に
活
用
で
き
る

も
の
で
あ
り
、著
作
に
引
用
し
た
。
し
か
し
、『
聖
位
経
』「
序
」
と
「
本
文
」
に
差
異
が
生
じ
て
お
り
、混
乱
を
避
け
る
た
め
に
あ
え
て
、『
三

学
録
』
に
記
載
し
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
説
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、『
聖
位
経
』「
序
」
と
「
本
文
」
の
内
容
精
査

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

⒉
Ａ
・
Ｂ
二
経
典
が
別
経
典
で
あ
る
場
合

『
御
請
来
目
録
』
は
『
貞
元
録
』
を
基
に
記
し
て
い
る
た
め
、「
十
三
紙
」
と
記
し
た
が
、
実
際
に
は
Ａ
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別

聖
位
法
門
』
全
体
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
序
」
の
み
持
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
空
海
は
『
聖
位
経
』

の「
序
」部
分
の
み
し
か
引
用
が
で
き
ず
、『
三
学
録
』に
記
載
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば
円
仁
は
、

日
本
で
『
聖
位
経
』
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
入
唐
し
た
際
に
Ｂ
の
『
聖
位
経
』
を
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず

れ
の
仮
説
も
未
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
。

一
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一
七

現
在
『
聖
位
経
』
の
写
経
の
記
録
を
確
認
中
で
あ
る
。
空
海
帰
朝
か
ら
円
仁
帰
朝
ま
で
の
約
三
十
年
の
写
本
や
写
経
録
が
出
て
こ
な
い

限
り
、
決
定
的
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
と
も
、
調
査
を
続
け
て
、『
聖
位
経
』
の
名
称
の
変
化
や
当
時
の
状
況
を
見
極

め
て
い
き
た
い
。

註
（1）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』　

第
三
巻　

七
三
頁

（2）　
　
　
　

経
典
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
数　
　

訳
者　
　
　

大
正
蔵　
　

番

①
金
剛
頂
瑜
伽
眞
實
大
教
王
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
巻　
　

不
空　
　
　

十
八
巻　
　

八
六
五
番

②
金
剛
頂
瑜
伽
念
誦
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
巻　
　

金
剛
智　
　

十
八
巻　
　

八
六
六
番

③
金
剛
峯
樓
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

十
八
巻　
　

八
六
七
番

④
金
剛
頂
瑜
伽
大
三
昧
耶
眞
實
理
趣
経　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　
　

八
巻　
　

二
四
三
番

⑤
金
剛
頂
瑜
伽
五
秘
密
修
行
儀
軌
経　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

二
十
巻　

一
一
二
五
番

⑥
金
剛
頂
瑜
伽
毗
盧
遮
那
三
摩
地
法
経　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

金
剛
智　
　

十
八
巻　
　

八
七
六
番

⑦
瑜
伽
金
剛
頂
経
釋
字
母
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

十
八
巻　
　

八
八
〇
番

⑧
修
習
般
若
波
羅
蜜
菩
薩
觀
行
念
誦
儀
軌
経　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

二
十
巻　

一
一
五
一
番

⑨
金
剛
頂
瑜
伽
十
八
會
指
歸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

十
八
巻　
　

八
六
九
番

⑩
金
剛
頂
大
三
昧
耶
理
趣
釋
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

十
九
巻　

一
〇
〇
三
番

⑪
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

十
八
巻　
　

八
七
〇
番

⑫
都
部
陁
羅
尼
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

十
八
巻　
　

九
〇
三
番

⑬
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

十
九
巻　

一
〇
〇
〇
番
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⑭
金
剛
頂
經
一
字
頂
輪
瑜
伽
一
切
時
處
念
誦
成
佛
儀
軌　
　

一
巻　
　

不
空　
　
　

十
九
巻　
　

九
五
七
番

※
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
は
、『
三
学
録
』「
金
剛
頂
宗
部
」
に
収
録
さ
れ
る
が
、
空
海
は
「
金
剛
頂
経
に
云
く
」
と
引
用

し
な
い
。

（3）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
八
巻　

二
八
七
頁　

下

（4）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻　

四
一
頁

（5）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
五
巻　

一
一
頁

（6）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

七
五
頁

（7）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

一
〇
一
頁

（8）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

一
〇
一
頁
～

（9）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻　

一
頁

（10）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻　

二
八
七
ー
二
八
八
頁

（11）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻　

六
九
頁

（12）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻　

一
二
〇
頁

（13）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻　

一
二
二
頁

（14）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

七
五
頁

（15）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

一
〇
〇
頁

（16）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

一
〇
一
～
一
〇
三
頁

（17）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
五
巻　

一
三
～
一
四
頁

（18）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
五
巻　

一
四
～
一
五
頁

（19）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻　

六
八
頁

一
八
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（20）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
十
四
巻　

一
〇
一
〇
頁
～

（21）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

一
〇
二
頁

（22）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

一
〇
二
頁

（23）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

一
〇
二
頁	

（24）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

一
〇
三
頁

（25）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
巻　

一
〇
三
頁

（26）
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
五
巻　

一
四
頁

（27）
長
部
和
雄
『
唐
代
密
教
史
雑
考
』　

一
九
九
〇　

一
六
六
頁　

溪
水
社

（28）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
八
巻　

二
九
一
頁

（29）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
八
巻　

二
九
七
頁

（30）
向
井
隆
健
「
不
空
訳
『
分
別
聖
位
経
』
と
自
受
法
楽
に
つ
い
て
『
密
教
学
研
究
』　

第
三
十
二
号　

二
〇
〇
〇　

二
三
頁　

※
向
井
氏
は
、「『
二
教
論
』
成
立
考
」（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
第
二
十
四
号 

一
九
九
六
）「
不
空
訳
『
分
別
聖
位
経
』
と
自
受
法

楽
に
つ
い
て
」（『
密
教
学
研
究
』
第
三
十
二
号 
二
〇
〇
〇
）「『
二
教
論
』
成
立
の
時
期
の
推
定
」（『
密
教
学
研
究
』
第
四
十
二
号 

二
〇
一
〇
）
の
三
つ
の
論
文
に
お
い
て
『
聖
位
経
』
に
つ
い
て
『
二
教
論
』
や
『
秘
蔵
宝
鑰
』
等
を
踏
ま
え
て
論
述
し
て
い
る
。
今

回
は
『
聖
位
経
』
の
内
容
に
つ
い
て
の
論
文
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
論
文
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
控
え
る
。

（31）
小
野
塚
幾
澄
『
空
海
教
学
に
お
け
る
背
景
思
想
の
研
究
』　

二
〇
〇
〇　

山
喜
房
佛
書
林　

四
三
頁

（32）
遠
藤
祐
純
『
新
国
訳
大
蔵
経
』　

一
九
九
四　

七
頁

「
本
軌
は
『
表
制
集
』『
開
元
釈
経
録
』『
続
開
元
釈
経
録
』『
貞
元
録
』
等
に
見
ら
れ
、わ
が
国
へ
は
空
海
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
て
い
る
。」

（33）
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

『
金
剛
頂
瑜
伽
聖
位
法
門
経
』
と
『
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
』
の
箇
所
に
は
「
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
」

一
九
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と
記
載
が
あ
り
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
』
の
箇
所
に
は
「
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
」
と
記
載
あ
り
。

（34）
七
寺
一
切
経
保
存
会
『
尾
張
史
料　

七
寺
一
切
経
目
録
』
一
九
六
八

（35）
東
北
歴
史
資
料
館
『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』
一
九
八
〇

※
『
略
出
念
誦
経
』・『
不
空
訳
三
巻
本
』
は
平
安
後
期
の
写
本
あ
り
。

（36）
「
安
元
二
年

歳
次

丙
申

九
月
廿
日

壬戌

申
尅
書
写
了　

道
胤　
「
一
校
了　

道
胤
」

（37）
「
安
元
二
年

歳
次

丙
申

十
月
廿
八
日
申
尅
書
写
了　

執
筆　

金
剛
仏
子
道
胤
「
一
校
了
」」

（38）
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学　

日
本
古
写
経
研
究
所
『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
〈
改
訂
版
〉』（
二
〇
二
一
）
に
よ
れ
ば
、『
聖

語
藏
』・『
金
剛
寺
一
切
経
』・『
石
山
寺
一
切
経
』・『
西
方
寺
一
切
経
』・『
妙
蓮
寺
蔵
松
尾
社
一
切
経
』
に
は
『
聖
位
経
』
は
記
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、『
七
寺
一
切
経
』・『
興
聖
寺
一
切
経
』・『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
』
に
は
記
載
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、『
高
山
寺
經
藏
典
籍
文
書
目
録
』
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（39）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』　

第
五
十
二
巻　

八
二
六
頁

（40）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』　

第
五
十
五
巻　

七
四
八
頁

（41）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』　

第
五
十
五
巻　

七
七
一
頁

（42）
『
三
十
帖
策
子
：
国
宝 

十
地
経
策
子
：
重
要
文
化
財
』
一
九
七
七　

法
蔵
館

『
弘
法
大
師
真
蹟
集
成
』　

一
九
七
五　
　

法
蔵
館　

一
〇
七
頁
～

『
弘
法
大
師
書
籍
大
成
』　

資
料
編　

一
九
七
九　
　

東
京
美
術　

一
三
二
頁
～　

小
野
塚
幾
澄
『
空
海
教
学
に
お
け
る
背
景
思
想
の
研
究
』〔
資
料
編
〕
四
九
八
―
五
四
八
頁

（43）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
二
巻　

八
三
九
頁

（44）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻　

七
四
九
頁

（45）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻　

七
六
七
頁

二
〇
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（46）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻　

七
七
二
頁

（47）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻　

八
七
九
頁

（48）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻　

九
三
四
頁

（49）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻　

一
〇
二
一
頁

（50）
『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯　

七
二
頁

『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻　

七
頁

（51）
「
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
序
一
巻
不
空
」

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻　

一
〇
七
九
頁
）

（52）
『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』
巻
上
（『
大
正
蔵
』
第
五
十
五
巻　

一
一
一
三
頁
）
で
は

「
叡
山
澄
和
上
録
」・「
高
野
海
和
上
録
」・「
叡
山
仁
和
上
録
」・「
靈
嚴
行
和
上
録
」・「
安
祥
運
和
上
録
」・「
小
栗
暁
和
上
録
」・「
叡

山
珍
和
上
録
」・「
圓
覺
叡
和
上
録
」
の
八
目
録
と
「
灌
頂
法
録
」・「
大
日
散
録
」・「
金
剛
頂
録
」・「
四
蘇
悉
地
録
」・「
諸
如
来
録
」・「
諸

佛
頂
録
」・「
諸
佛
母
録
」・「
諸
経
法
録
」・「
観
世
音
録
」・「
諸
菩
薩
録
」・「
金
剛
手
録
」・「
普
世
天
録
」・「
護
摩
供
録
」・「
禮
懴
讃

録
」・「
梵
字
論
録
」・「
碑
傳
具
録
」
の
十
六
録
と
記
し
て
い
る
。

（53）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻　

一
一
一
五
頁

（54）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻　

一
一
一
六
頁

参
考
文
献

『
代
宗
朝
贈
司
空
大
辨
正
広
智
三
蔵
和
上
表
制
集
』

　
　
　

・『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』　

第
五
十
二
巻　

二
一
二
〇
番

二
一
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『
大
唐
貞
元
續
開
元
釈
教
録
』

　
　

・『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』　

第
五
十
五
巻　

二
一
五
六
番

『
貞
元
新
定
釈
経
目
録
』

　
　

・『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』　

第
五
十
五
巻　

二
一
五
七
番

『
三
十
帖
策
子
』

　
　

・『
三
十
帖
策
子
：
国
宝 
十
地
経
策
子
：
重
要
文
化
財
』
一
九
七
七　

法
蔵
館

　
　

・『
弘
法
大
師
真
蹟
集
成
』　

一
九
七
五　

一
〇
七
頁
～　

法
蔵
館

　
　

・『
弘
法
大
師
書
籍
大
成
』　

資
料
編　

一
九
七
九　

一
三
二
頁
～　
　

東
京
美
術

　
　

・
小
野
塚
幾
澄
『
空
海
教
学
に
お
け
る
背
景
思
想
の
研
究
』〔
資
料
編
〕
四
九
八
―
五
四
八
頁

『
御
請
来
目
録
』

　
　

・『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯　

六
九
頁

　
　

・『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻　
　

一
頁

『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』

　
　

・『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯　

一
〇
五
頁

　
　

・『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
巻　
　

四
一
頁

二
二
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『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』

　
　

・『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』　

第
五
十
五
巻　

二
一
六
七
番

『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』

　
　

・『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』　

第
五
十
五
巻　

二
一
七
六
番

『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』〈
改
訂
版
〉	二
〇
二
一

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 
日
本
古
写
経
研
究
所

『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』　

京
都
府
教
育
委
員
会
『
京
都
府
古
文
書
等
緊
急
調
査
報
告 

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』
一
九
七
五

『
七
寺
一
切
経
』

七
寺
一
切
経
保
存
会
『
尾
張
史
料　

七
寺
一
切
経
目
録
』　

一
九
六
八

『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
』

東
北
歴
史
資
料
館
『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』　

一
九
八
〇

二
三




